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新
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県

国
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診
療
施
設
協
議
会
セ
ミ
ナ
ー

�

11
月
4
日
、
5
日
、
南
魚
沼
市
で
開
催

　

平
成
28
年
3
月
25
日
（
金
）、
新
潟
県
自
治
会
館
別
館
4
階
「
第
二
会
議
室
」
に
て
、
新
潟

県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
第
2
回
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

⑵�　

平
成
28
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

　

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項

⑴�　

平
成
28
年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設

協
議
会
連
絡
会
議
に
つ
い
て

　

28
年
度
は
、
東
北
地
方
国
保
協
議
会
の
会

長
県
が
岩
手
県
の
た
め
、
平
成
28
年
9
月
16

日
（
金
）、
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
」に
て
開
催
さ
れ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
特
別
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵�　

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　
「
協
議
会
の
会
員
が
一
同
に
会
す
る
場
を

設
定
し
て
は
」
と
の
声
か
ら
、
平
成
28
年
度

事
業
と
し
て
終
末
期
医
療
を
テ
ー
マ
に
新
潟

県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療
セ
ミ
ナ
ー
が

新
潟
県
南
魚
沼
市
で
開
催
さ
れ
る
。

　

南
魚
沼
市
民
病
院
の
視
察
見
学
か
ら
始
ま

り
、
特
別
講
演
、
そ
し
て
、
施
設
が
抱
え
る

悩
み
な
ど
を
話
し
合
え
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

　

協
議
事
項

⑴�　

平
成
28
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は
7

月
に
総
会
、
11
月
4
日
（
金
）、
5
日
（
土
）、

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療
セ
ミ

ナ
ー
、
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は

5
月
20
日
（
金
）、
21
日
（
土
）
に
第
30
回

地
域
医
療
現
地
研
究
会
、
10
月
7
日
（
金
）、

8
日
（
土
）
に
第
56
回
全
国
国
保
地
域
医
療

学
会
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
他
行
事
予
定
に

つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
。

平成28年度
新潟県国保診療施設協議会行事予定

平成28年
5 月20日（金）21日（土）
・第30回地域医療現地研究会� 高知県・梼原町
6 月24日（金）
・全国国保診療施設協議会社員総会� 東京都
7 月中旬
・新潟県国保診療施設協議会監事会・
　第 1回運営委員会・総会� 新潟市・自治会館
9 月16日（金）
・東北地方国保診療施設協議会連絡会議
　� 岩手県・盛岡市　「ホテルメトロポリタン盛岡」
10月 7 日（金） 8日（土）
・第56回全国国保地域医療学会� 山形県・山形市
11月 4 日（金） 5日（土）
・新潟県国保診療施設協議会医療セミナー� 南魚沼市
平成29年
1月20日（金）21日（土）
・地域包括医療・ケア研修会� 東京都
2 月下旬
・�都道府県協議会会長・協議会設置都道府県国保連合会
事務局長合同会議� 東京都
3 月上旬
・新潟県国保診療施設協議会第 2回運営委員会
� 新潟市・自治会館
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平
成
27
年
9
月
18
日
（
金
）、
青
森
県
青

森
市
「
ホ
テ
ル
青
森
」
に
て
、
平
成
27
年
度

東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会
連
絡
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

　

前
段
に
、「
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協

議
会
各
県
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推

薦
理
事
の
留
任
に
つ
い
て
及
び
、
第
56
回
全

国
国
保
地
域
医
療
学
会
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
高
杉
滝
夫
東
北
地
方

国
保
協
議
会
会
長
は
、
国
保
直
診
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
に
触
れ
、「
近
年
、
医
師
不
足
と

財
政
悪
化
が
続
く
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
続

き
、
そ
の
対
応
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
化
が
進
む
中
に
お
い
て
、
実
状
に

合
わ
せ
た
地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
べ
く
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
会
議
で
は
、

国
保
直
診
の
意
見
集
約
に
反
映
さ
せ
る
た
め

活
発
な
意
見
交
換
を
求
め
る
。」
と
決
意
。

次
い
で
来
賓
で
あ
る
青
沼
孝
徳
全
国
国
保
診

療
施
設
協
議
会
会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

　

そ
の
後
、
会
則
に
よ
り
小
野
剛
会
長
が
座

長
と
し
て
選
出
さ
れ
協
議
に
入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
平
成
28
年
度
の
役
員
選
出（
案
）

に
つ
い
て
事
務
局
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　

主
な
協
議
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
。

　

協
議
事
項

○
平
成
28
年
度
の
役
員
選
出（
案
）に
つ
い
て

・�

会
長
は
岩
手
県
か
ら
1
名
、
副
会
長
は
宮

城
県
と
青
森
県
か
ら
各
1
名
、
任
期
は
平

成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31

日
と
な
っ
た
。

○
そ
の
他

・�

各
県
会
長
会
議
の
報
告
を
行
っ
た
。

市

民

病

院

の

役

割

は

地
域
完
結
型
医
療
の
拠
点

　

そ
の
後
、「
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
『
地
域
医
療
構
想
』
へ
の
対
応
〜
国
保

直
診
の
立
場
か
ら
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
魚
沼
市
立
小
出
病
院
の
布
施

克
也
院
長
が
「
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
医
療
再

編
成
と
市
民
病
院
の
役
割
」
と
題
し
、
魚
沼

地
域
に
お
け
る
医
療
再
編
の
経
緯
及
び
当
病

院
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

　

魚
沼
医
療
圏
は
、
10
年
を
か
け
、
高
度
医

療
が
漏
れ
な
い
こ
と
、
将
来
的
に
医
療
機
能

が
担
保
で
き
る
こ
と
、
総
合
診
療
医
を
育
成

で
き
る
教
育
病
院
を
作
る
こ
と
、
地
元
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

理
念
と
し
て
今
年
6
月
再
編
成
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

事
業
の
ハ
ー
ド
面
と
し
て
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

ホ
ス
ピ
タ
ル
と
な
り
高
度
急
性
期
医
療
を
担

う
基
幹
病
院
の
設
立
。既
存
の
県
立
病
院
は
、

病
床
数
を
減
ら
し
地
域
密
着
型
の
市
民
病
院

と
な
り
回
復
期
医
療
を
担
う
。
ま
た
施
設
ご

と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。
ソ

フ
ト
面
と
し
て
地
域
医
療
魚
沼
学
校
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

布
施
院
長
は
、「
市
民
病
院
の
役
割
は
、

地
域
完
結
型
医
療
の
拠
点
と
な
る
こ
と
と
考

え
る
。
基
幹
病
院
と
役
割
を
分
担
し
て
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
で
医
療
完
結
の

う
ち
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
部
分
を
担
当
す

る
。
そ
し
て
、
地
域
医
療
を
実
際
に
勉
強
で

き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
多
職
種
と
の
連
携
で
協
働
実

践
の
場
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
最
適
な
の
は

市
民
病
院
型
の
病
院
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
た
め
の
大
切
な
資
源
、

そ
れ
は
住
民
で
あ
っ
て
、
住
民
が
地
域
包
括

ケ
ア
に
お
い
て
学
ぶ
場
を
提
供
で
き
る
こ
と

が
目
標
で
あ
る
。」
と
発
表
し
た
。

　

発
表
の
後
、
意
見
交
換
、
青
沼
会
長
が
講

評
を
行
っ
た
。

　

平
成
28
年
度
の
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設

協
議
会
連
絡
会
議
は
、岩
手
県
で
開
催
さ
れ
る
。

本県を代表して発表した布施院長

平
成
27
年
度
　
東
北
地
方
国
保

　
　
診
療
施
設
協
議
会
連
絡
会
議
開
催
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【
目
的
】

　

介
護
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
要
治
療
歯
は
増

加
し
、
口
腔
清
掃
状
態
が
低
下
す
る
た
め
に

誤
嚥
性
肺
炎
の
危
険
が
高
ま
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
口
腔
内
の
不
調
を

自
ら
訴
え
る
人
は
少
な
く
、
要
介
護
高
齢
者

の
歯
科
へ
の
受
療
率
は
低
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
今
回
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
患
者

の
口
腔
内
状
況
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

顕
在
化
し
な
い
要
介
護
高
齢
者
の
口
腔
内
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
報
告
す
る
。

【
診
療
所
紹
介
】

　

診
療
所
が
あ
る
新
潟
県
上
越
市
牧
区
は
、

人
口
２
１
０
９
人
、
高
齢
化
率
46
・
3
％
と

上
越
市
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で
あ

る
。
診
療
所
は
内
科
と
歯
科
が
あ
り
、
外
来

診
療
の
ほ
か
、
訪
問
診
療
、
訪
問
歯
科
診
療
、

訪
問
看
護
も
行
っ
て
い
る
。

　

上
越
市
牧
区
総
合
事
務
所
や
社
会
福
祉
協

議
会
牧
支
所
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
り
、保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関
わ
る
多
く
の
職
種

と
連
携
を
は
か
り
、
地
域
の
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
支
え
て
い
る
。

【
方
法
】

　

対
象
は
、
平
成
26
年
11
月
か
ら
平
成
27
年

3
月
ま
で
の
5
か
月
間
で
、
当
診
療
所
内
科

が
訪
問
診
療
を
行
い
、
主
治
医
の
判
断
、
説

明
に
よ
り
歯
科
健
診
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
た

患
者
16
名
（
男
性
5
名
、
女
性
11
名
）
平
均

年
齢
88
歳（
80
〜
99
歳
）と
し
た
。
う
ち
タ
ー

ミ
ナ
ル
患
者
は
2
名
で
あ
っ
た
。

　

新
潟
県
在
宅
要
介
護
者
等
歯
科
保
健
推
進

事
業
を
利
用
し
、
無
料
で
の
歯
科
訪
問
健
診

を
行
っ
た
。
事
前
に
、
介
護
支
援
専
門
員
か

ら
介
護
者
の
情
報
や
要
介
護
者
の
状
態
を
聞

き
取
り
、
健
診
で
は
、
食
事
の
状
況
、
口
腔

内
の
清
掃
状
態
、
口
腔
機
能
の
状
態
、
歯
・

歯
肉
の
状
態
を
評
価
し
た
。
そ
の
後
、
食
事

や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
、
治
療

希
望
者
に
は
後
日
訪
問
歯
科
診
療
を
行
っ
た
。

【
結
果
】

1　

健
診
対
象
者
の
状
況

　

主
病
名
は
、認
知
症
が
5
名
と
一
番
多
く
、

意
思
の
疎
通
を
図
れ
な
い
重
度
認
知
症
の
人

は
1
名
で
あ
っ
た
。
要
介
護
度
は
、
要
介
護

3
が
5
名
と
一
番
多
く
、
要
介
護
3
以
上
が

11
名
（
68
・
8
％
）
で
あ
っ
た
。

2　

口
腔
内
評
価

　

口
の
中
の
痛
み
や
詰
め
物
が
と
れ
た
と

い
っ
た
不
調
の
訴
え
が
あ
っ
た
の
は
4
名

（
25
・
0
％
）
と
少
な
か
っ
た
が
、
要
治
療

13
名
、
要
指
導
2
名
と
15
名
（
93
・
7
％
）

に
歯
科
で
の
対
応
が
必
要
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
残
存
歯
数
は
0
本
が
9
名
（
56
・

3
％
）
と
一
番
多
か
っ
た
が
、一
方
で
24
本
・

25
本
と
多
数
歯
残
存
し
て
い
る
人
も
2
名

（
12
・
5
％
）
お
り
、
平
均
残
存
歯
数
は

5
・
4
本
で
あ
っ
た
。
義
歯
使
用
者
は
13
名

（
81
・
3
％
）
で
、
上
下
総
義
歯
使
用
者
は

10
名
、
部
分
床
義
歯
使
用
者
は
3
名
で
あ
っ

た
。
部
分
床
義
歯
使
用
者
3
名
は
、
全
員
下

顎
の
義
歯
を
紛
失
し
て
い
た
が
、
不
調
の
訴

え
は
な
く
、
常
食
を
摂
取
し
て
い
た
。

3　

口
腔
清
掃
評
価
と
指
導
区
分

　

口
腔
清
掃
状
態
が
不
良
・
や
や
不
良
で
あ
っ

た
人
は
12
名
（
75
・
0
％
）
で
あ
っ
た
。
口

腔
清
掃
状
態
不
良
の
3
名
の
う
ち
2
名
は
、

残
存
歯
数
が
24
本
・
25
本
の
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
2
人
の
口
腔
内
は
、
口
腔
清
掃
状
態
不

良
の
た
め
口
臭
が
あ
り
、
歯
石
除
去
な
ど
の

歯
周
治
療
、
う
蝕
治
療
、
抜
歯
な
ど
の
外
科

治
療
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。
義
歯
使
用

者
13
名
の
う
ち
、
11
名
（
84
・
6
％
）
に
義

歯
の
調
整
・
修
理
や
義
歯
新
製
の
治
療
が
必

要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
義
歯
を
夜
間
も
装
着

し
て
い
た
り
、
ブ
ラ
シ
で
の
義
歯
清
掃
を
し
て

い
な
い
人
も
お
り
、
9
名
（
69
・
2
％
）
に

義
歯
の
管
理
や
清
掃
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。

【
考
察
】

　

今
回
健
診
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
本
人
や

家
族
か
ら
の
訴
え
が
な
く
て
も
口
腔
内
に
問

題
の
あ
る
人
は
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
残
存
歯
が
多
い
ほ
ど
口
腔
清
掃
が
困
難

で
、
多
岐
に
わ
た
る
治
療
が
必
要
な
状
態
で

あ
っ
た
。
残
存
歯
だ
け
で
な
く
義
歯
の
清
掃

状
態
が
悪
い
人
も
多
く
、
要
介
護
状
態
に
な

る
前
に
、
外
来
で
の
口
腔
ケ
ア
指
導
を
し
っ

か
り
と
行
う
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

老
老
介
護
や
介
護
者
の
口
腔
内
へ
の
意
識

の
低
さ
か
ら
、
指
導
を
し
て
も
自
宅
で
の
ケ

ア
が
困
難
な
場
合
も
み
ら
れ
た
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
ケ
ア
こ

そ
が
大
切
で
あ
り
、
介
護
施
設
へ
の
情
報
提

供
と
、
施
設
職
員
へ
の
口
腔
ケ
ア
指
導
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

【
結
論
】

　

在
宅
要
介
護
高
齢
者
に
は
、
顕
在
化
し
な

い
口
腔
内
の
問
題
が
多
く
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者
の
口

腔
内
状
況
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
者
や

介
護
に
関
わ
る
他
の
職
種
に
対
し
て
指
導
が

必
要
な
口
腔
ケ
ア
の
内
容
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

事
前
に
内
科
の
医
師
や
看
護
師
、
介
護
支

援
専
門
員
か
ら
情
報
を
得
て
自
宅
を
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
健
診
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
回
の

結
果
を
地
域
ケ
ア
会
議
で
報
告
す
る
こ
と
に

よ
り
、他
の
職
種
に
口
腔
内
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
職
種
と

連
携
を
持
ち
、
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
は
、
健
診
だ
け
で
な
く
訪
問
歯
科
診
療
を

行
う
上
で
も
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

自
宅
で
健
診
・
口
腔
ケ
ア
指
導
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
を
介
護
者
か
ら
は
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
。
歯
科
も
訪
問
診
療
や
健
診
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
地

域
へ
情
報
発
信
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

�

（
第
55
回
全
国
国
保
地
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医
療
学
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研
究
発
表
）
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平成28年4月（第 32 号） 国診協　に い が た （4）

新潟県国保診療施設協議会医療セミナー
　　　会　期：平成28年11月 4 日（金） 5日（土）
　　　開催地：新潟県南魚沼市
　　　会　場：南魚沼市民病院・越路荘
　　　内　容： 4日・視察見学　
　　　　　　　 5日・特別講演、グループディスカッション

全国国保診療施設協議会ホームページより出典


